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造言も三と市境のため正　シリース　がん治廉のラ
素

趣遡E＞がん治療の今＞N0．356　20171226『自書紹介『患者よ、がんと賢く闘え！掴

北海道がんセンター　名誉院長・「市民のためのがん治療の会」顧問　西尾正道
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

当初、本書は『がん医療の今』第4集としてまとめる予定でした。しかし、毎週「市民のためのがん治療の会」HP上で更新し

ている「がん医療の今」をまとめた『がん医療の今第3集』収載以降の記事を整理したところ、西尾先生の執筆部分が多いことが

わかり、西尾先生の単著としてまとめることになりました。「市罠のためのがん治療の会」の理論的な支えともいうべき西尾先生

の論跡を是非ご高覧ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合田昭一郎

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第二次世界大戦をはさむ70～80年前から、科学・医学・技術は劇的に進歩した。この進化は長い人類史の中でも特筆すべ

きものであろう。1938年に原子核分裂が発見され、1953年にはDNAの2重螺旋構造が発見された。それにより、大量殺薮兵

器の閏発と遺伝子レベルでの医学研究や遺伝子細換え技術が世界を造り変えようとしています。こうした科学・技術は光と影の世

界があり、使い7割こよっては、バラ色の夢の世界を飽出するだけではなく、人類滅亡へと繋がりかねない負の側面を持っています。

これらの科学・技術は人類のために使われるという崇高な理念ではなく、現実は金儲けの手段として使われているため、不都合な

負の側面は隠蔽されます。その代表的なものが放射線の健康被害の問題であり、また農薬や遺伝子細換え技術の人体への危険蛙で

す。企業の広告料で経営を維持しているテレビや新聞などの大手メディアは企業に不都合な真実の情報は報じない。こうした中で

国民の世論や価短観は操作されているのです。

約40年間放射線治療医としてがん治療の領域で、がんを如何に治すかという政射線の光の世界を求めてきたが、2011年3

月の福島頗発事故後は放射線の健康被害について考える機会となった。20世紀後半からは人類は放射線との闘いの時代となった

が、核兵器開発や原発を稼働するために、放射線の健康被害という裏の世界の真実は隠蔽され、科学的とは言えない理屈で国民を

顕し続けています。

急増している小児の発達障害の最大の扇因は現在最も普及しているネオニコチノイド系農薬が絡んでいることが解明され、さら

に最近は発がんや認知症やうつ病との関係も報告されるようになっています。そして福島原発事故後には国家の愚策による総被曝

国家プロジェクトが進行しており、国民の健康被害が危倶されます。

こうした故射線や農薬などの多量復合汚染による環境悪化のなかで、がん罷患者数は年間100万人を越える事態となり、原因

が解明されていない指定難病も330疾患に増加しています。こうした現代人の健康問題を抱え込みつつ、私たちは今、高騰する

医療費闇題や、認知症を伴う高齢者の悶題にも向き合わなければなりません。

本署の第1割は私が支援している「市民のためのがん治療の会」の活動や日本のがん医療の問題を論じました。また私のライフ

ワークとなった低線量率小線源治療は医療従事者の被ばくの問題から、絶滅危惧治療となっており、将来的に忘れられる治療とな

ることから、記録として残すために典型的な症例を撰示しました。この治療は悪者さんにとっては内部被ばくを利用した治憲です。

第2割で内部被ばくとはどのようなものかを理解するうえで参考となると思い臨床写真を掲載しました。

その第2割では政府や行政が原発事故対応の根拠としている国際故射線防護委員会（lCRP）のインチキな故射線防護学について

講じました。疑似科学的物語で放射線の健康被害を過小評価して核兵器製造や京子力政策を行っている問題を、放射線治療を生業

としてきた臨床医の実感から、そのインチキさをラディカルに考えてみました。

放射線の健康板書に最も関与しているのは内部綬ぱくと考えられ、発がんや慢性疾患も長寿命放射性元素体内取込み症候群の一

つとして考えられるのです。福島の子とも達の甲状腺癌が放射線由来の多発かどうかが議論されていますが、この問題に対しても

福島県に出かけて甲状腺の超音波装置による検査を行ってきた経験を踏まえて私の見解も掲載しました。

科学性をもった正しい知識で放射線を利用することが重要なのであり、放射線の光の世界と影の世界を使い分ける見識が求めら

れます。そして敏射線の健康被害という影の世葬や負の側面に関しては闇の世葬とするのではなく、科学的に研究・分析されるべ

きです。ICRPの御用学者をはじめ、国民はICRPの催眠術から覚醒すべきです。がんが多発している日本の現状を病因諭も含めて

考え、本書が自分の命をどう守るかを考える一助となれば幸いです。
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